
　１　財政の動向及び財政方針

　２　歳入歳出予算の執行の概況

　（1）　平成21年度一般会計

平成21年9月30日現在　（単位：千円）

区
分

款
予算現額
A

調定済額
収入済額
B

収入未済額
B／A

　　　　　（％）

 1 分担金及び
　　負担金

800,784 800,784 400,438 400,346 50.0

 2 国庫支出金 223,315 0 0 0 0.0

 3 県支出金 11,540 0 0 0 0.0

 4 財産収入 4,431 1,926 1,610 316 36.3

 5 繰越金 97,846 97,846 97,846 0 100.0

入  6 諸収入 48 130 130 0 270.8

歳入合計 1,137,964 900,686 500,024 400,662 43.9

区
分

款
予算現額
A

支出負担
行 為 額

支出済額
B

支出未済額
B／A

　　　　　（％）

 1 議会費 1,220 133 133 0 10.9

歳  2 総務費 106,366 13,342 10,437 2,905 9.8

 3 民生費 986,031 240,832 240,832 0 24.4

出  4 予備費 44,347 0 0 0 0.0

歳出合計 1,137,964 254,307 251,402 2,905 22.1

248,622 千円

　福島県後期高齢者医療広域連合の財政状況の作成及び公表に関する条例第2条第1項の規定によ

り、平成21年度上半期の財政状況及び平成20年度決算の概況について次のとおり公表します。

福島県後期高齢者医療広域連合の財政状況
（平成21年4月1日～平成21年9月30日）

　本広域連合は、平成20年4月から施行された長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の運営主体と

して、予算執行にあたっては、安定した財政運営につとめました。

　平成21年度においても、引き続き財政の安定化をはかり、広域計画に基づき総合的な事務事業

の推進につとめ、計画的な運営を行います。

　また、広域連合を組織する福島県内すべての市町村や、関係機関と協力しながら、更なる広報活

動を実施するなど、負担の公平性を確保するとともに、健全かつ適正な財政運営を行います。

○平成21年度一般会計歳入歳出予算執行状況

歳

歳　入　歳　出　差　引　残　額

　平成21年度一般会計予算は、広域連合の運営経費としての議会費・総務費や、長寿医療制度を

運営する特別会計への繰出金・後期高齢者医療制度臨時特例基金積立金等の民生費など、総額

1,137,964千円を計上しています。歳入予算の収入状況および歳出予算の執行状況は、次のとおり

です。



　（2）　平成21年度後期高齢者医療特別会計

平成21年9月30日現在　（単位：千円）

区
分

款
予算現額
A

調定済額
収入済額
B

収入未済額
B／A

　　　　　（％）

 1 市町村
　　支出金

33,767,139 22,091,624 13,502,522 8,589,102 40.0

 2 国庫支出金 72,536,674 50,140,135 34,880,093 15,260,042 48.1

歳  3 県支出金 17,751,554 17,178,520 8,589,258 8,589,262 48.4

 4 支払基金
　　交付金

90,683,513 87,846,278 36,602,617 51,243,661 40.4

 5 特別高額医
　　療費共同事
　　業交付金

11,443 0 0 0 0.0

 6 繰入金 2,313,386 240,000 240,000 0 10.4

 7 繰越金 4,301,035 4,301,035 4,301,035 0 100.0

入
 8 県財政安
　　定化基金
　　借入金

1 0 0 0 0.0

 9 諸収入 122,347 59,904 45,264 14,640 37.0

歳入合計 221,487,092 181,857,496 98,160,789 83,696,707 44.3

区
分

款
予算現額
A

支出負担
行 為 額

支出済額
B

支出未済額
B／A

　　　　　（％）

 1 総務費 686,462 398,661 206,928 191,733 30.1

 2 保険給付費 216,726,531 85,644,985 85,430,513 214,472 39.4

歳  3 県財政安
　　定化基金
　　拠出金

201,274 198,381 198,381 0 98.6

 4 特別高額医
　　療費共同事
　　業拠出金

11,616 0 0 0 0.0

 5 保健事業費 310,652 0 0 0 0.0

 6 公債費 1 0 0 0 0.0

出  7 諸支出金 1,477,320 1,041,974 1,041,974 0 70.5

 8 予備費 2,073,236 0 0 0 0.0

歳出合計 221,487,092 87,284,001 86,877,796 406,205 39.2

11,282,993 千円歳　入　歳　出　差　引　残　額

この特別会計は、後期高齢者医療に関する医療費の支払いや、療養費・高額療養費などの給付、

保健事業の実施など制度の運営を行うために設置された特別会計です。

　平成21年度は、総額221,487,092千円を計上しており、歳入予算の収入状況および歳出予算の

執行状況は、次のとおりです。

○平成21年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算執行状況



　３　住民負担の概況

　（1）　後期高齢者医療保険料の賦課状況

平成21年9月30日現在　（単位：人・千円）

　４　財産及び一時借入金の現在高

　（1）　財産　　　　後期高齢者医療制度臨時特例基金　　　1,814,889千円

　（2）　一時借入金の現在高　　　　なし

　５　平成20年度決算の概況

　（1）　平成20年度一般会計

　（単位：千円）

区
分

決　　算　　額
構成比

　　　　　　（％）

695,000 27.5

歳 1,678,611 66.4

10,324 0.4

3,639 0.1

142,097 5.6

入 352 0.0

2,530,023 100.0

671 0.0

88,012 3.6

2,343,494 96.4

0 0.0

2,432,177 100.0

97,846 －

出

　歳入は、構成する市町村からの共通経費負担金（695,000千円）や国・県からの保険料不均一賦

課負担金（20,649千円）、高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金（1,668,286千円）など総額

2,530,023千円です。

　歳出は、事務局管理運営費（6,369千円）や、派遣職員人件費等負担金（179,863千円）、後期高

齢者医療特別会計事務費等繰出金（538,410千円）、後期高齢者医療制度臨時特例基金積立金

（1,671,018千円）など、総額2,432,177千円です。

　歳入歳出差引残額97,846千円は翌年度へ繰り越しました。

○平成20年度一般会計歳入歳出決算状況

 1 議会費

 2 総務費

 4 予備費

対象者数 保険料賦課額

279,175

高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金
保険料不均一賦課負担金

保険料不均一賦課負担金

歳

12,393,289

※注　対象者数および保険料賦課額は、平成21年9月30日までに決定したもの
　　　　であり、予算額や月末被保険者数等と一致するものではありません。

 2 国庫支出金

 3 県支出金

 4 財産収入

 3 民生費
後期高齢者医療特別会計事務費等繰出金
後期高齢者医療制度臨時特例基金積立金
派遣職員人件費等負担金　外

備　　　　考款

 1 分担金及び負担金

歳入合計

共通経費負担金

 5 繰越金

 6 諸収入

翌年度へ繰越歳入歳出差引残額

後期高齢者医療制度臨時特例基金利子
借上公舎入居料

前年度繰越金

歳計現金預金利子
臨時職員社会保険料納付金

歳出合計

議員報酬等

事務局管理運営費
派遣職員人件費等負担金　外



　（2）　平成20年度後期高齢者医療特別会計

　（単位：千円）

区
分

決　　算　　額
構成比

　　　　　　（％）

29,994,803 16.5

歳
61,159,048 33.7

14,561,136 8.0

74,486,847 41.0

14,669 0.0

入
1,345,567 0.8

0.0

43,874 0.0

181,605,944 100.0

550,937 0.3

176,347,643 99.5

201,274 0.1

12,055 0.0

出 193,000 0.1

0 0.0

0 0.0

177,304,909 100.0

4,301,035 －

　後期高齢者医療特別会計は、平成20年4月からの制度開始後はじめての決算となりました。

　歳入は、市町村からの負担金（保険料等負担金15,814,180千円・療養給付費負担金14,101,949

千円外）や、国・県からの負担金（療養給付費負担金56,407,795千円外）・補助金等（普通調整交

付金17,537,924千円外）、後期高齢者交付金（74,486,847千円）など、総額181,605,944千円です。

　歳出は、電算処理委託費・事務費・医療費適正化事業・特別対策事業等の総務費（550,937千

円）や、保険給付費（療養給付費168,917,017千円・療養費1,147,603千円・高額療養費5,118,455

千円・審査支払手数料504,635千円外）、県財政安定化基金拠出金（201,274千円）、保健事業費

（健康診査事業193,000千円）など、総額177,304,909千円です。

　歳入歳出差引残額4,301,035千円は翌年度へ繰り越しました。

○平成20年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算状況

款 備　　　　考

 1 市町村支出金

後期高齢者医療保険料
保険基盤安定負担金
療養給付費負担金
健康診査事業負担金　外

 2 国庫支出金

療養給付費負担金
高額医療費負担金
普通・特別調整交付金
高齢者医療制度円滑運営事業補助金　外

 3 県支出金
療養給付費負担金
高額医療費負担金

 4 支払基金交付金 後期高齢者交付金

 5 特別高額医療費共同事業
    交付金

特別高額医療費共同事業交付金

 8 諸収入
歳計現金預金利子
第三者納付金

歳入合計

歳

 1 総務費

一般・資格・給付管理費
電算処理委託費
医療費適正化事業
後期高齢者医療制度臨時特例基金事業
後期高齢者医療特別対策事業

 2 保険給付費

療養給付費
療養費
高額療養費
移送費
審査支払手数料
葬祭費

 3 県財政安定化基金拠出金 県財政安定化基金拠出金

 7 予備費

歳出合計

 6 公債費

歳入歳出差引残額 翌年度へ繰越

 6 繰入金
事務費等繰入金
保険料不均一賦課繰入金
後期高齢者医療制度臨時特例基金繰入金

 7 県財政安定化基金借入金

 4 特別高額医療費共同事業
    拠出金

特別高額医療費共同事業拠出金
特別高額医療費共同事業事務費拠出金

 5 保健事業費 健康診査事業


